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超新星爆発時には、微量軽元素の中で Liや Bがヘリウム層で 4Heのニュートリノによる破砕とそれに引き続
いて起こる爆発的元素合成により生成される。一方、r-process元素では超新星爆発時のニュートリノ駆動風によ
る元素合成過程が起源の有力な候補のひとつとして挙げられている。これら２種類の元素は重質量星中の異なる
燃焼層で生成されるが、これら元素の生成過程はともに超新星爆発時に大量に放出されるニュートリノと深く関
与している。そのため、ニュートリノの照射機構は微量軽元素と r-process元素の両方の生成過程に影響を与える
ことが考えられる。本研究では超新星爆発時に生成される微量軽元素と r-process元素の生成過程と生成量につい
てニュートリノ照射機構に関する相関を調べる。
微量軽元素の生成過程については、ここでは SN1987Aの密度構造を半径のべき乗で近似した密度構造を用い、
一般的 Sedov解を用いて爆発的元素合成過程を数値的に追った。ニュートリノ照射モデルはWoosley et al. (1990)
のモデルを用い、ここではニュートリノ照射時間、ニュートリノ温度をパラメータとした。r-process元素の生成
過程については SN1987Aの観測量を拘束条件とするニュートリノ駆動風モデルを用いて元素合成過程を解き、
r-process元素の存在度分布を求めた。
微量軽元素の中で超新星爆発時に主に生成される 7Liと 11Bについては全体の生成量はニュートリノ照射時間
を 1 ∼ 10秒の範囲で変えた場合約 factor 1.5、μ-、τ-ニュートリノの温度が 6 MeVと 8 MeVの場合で約 factor
4変動することが得られた。講演ではこれらの変動と r-process元素の生成量とのニュートリノ照射機構に関する
相関について議論する。


